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1. はじめに 

動物行動の目視観察には，観察者バイアスを排除しにくく，記録・判定に多大な労力と時間を要するとい

う課題がある。昨今の発展が著しい深層学習技術は，動物行動を客観的かつ効率的に定量化するための

有力な手段の一つである。この技術は，社会的認知などを反映する視線のような微細な行動の解析にも応

用が期待される。本研究の対象であるヤギは，視覚情報を用いて個体識別を行うことが知られており

（Deutsch et al., 2024），両眼視野角が約 60 度である（Pitcher et al., 2017）など視野に対する研究報告例も

あるが，両眼視と単眼視の使い分けといった具体的な視覚特性の定量化は十分ではなかった。本研究では，

深層学習ツール DeepLabCut（Mathis et al., 2018）を用い，ヤギの頭部座標から「視線角度（θ）」を算出する

新たな画像解析手法を導入し，従来は困難であったその客観的な定量化を目的とした。 
 

2. 方法 

沖縄在来種ヤギ 6 頭（ヤギ A–F）を供試動物とし，そのうち 2 個体を向かい合わせた個別ケージにそれぞ

れ配置した試験（対峙試験）において上面から動画を撮影し，得られた画像を用いて行動を解析した。対峙

試験は時期を分けペンメイトごとに 2 回（実験 1：ヤギ A, B, C，実験 2：ヤギ D, E, F）行われた。DeepLabCut 
（ver. 2.3.7） で頭部・体幹のマーカーレス姿勢推定を行い，①尤度に基づく信頼度閾値処理，②1 秒間隔

でのリサンプリング，③ケージ四隅座標に基づくホモグラフィ変換を施し，座標データの補正を行った。補正

後の座標から頭部正中線を基準に視線角度 θ を算出した。本手法の妥当性評価のため，算出した θ を定

義した視野角カテゴリ（両眼視・単眼視・死角）へ分類し，1 秒間隔スキャンによる目視観察データとの一致

の程度を κ 係数および混同行列で評価した。また，連続量としての θ の絶対値|θ|および変化量|Δθ|を応答

変数として，対峙相手と時間帯（0–15 分 / 15–30 分）の効果を一般化線形モデルで解析し，各効果の最小

二乗平均値の差は多重比較により評価した（P < 0.05）。 
 
3. 結果と考察 

本研究で用いた深層学習に基づく画像解析手法により得られたデータは，目視観察により得られたデー

タと良好な一致（Accuracy = 0.901）を示し，その妥当性が支持された。さらに，本手法による定量的解析の

結果，対峙する 2 個体間で視線角度の絶対値（|θ|）に非対称な関係が見出された。この関係性に基づき社

会順位を推定したところ，実験 1 では体重順（B > A > C），実験 2 では月齢順（E > F > D）と一致した。これ

らの結果は，深層学習を用いた画像解析により，これまで定量化が困難であった視線角度を評価することが

可能となることを示しており，さらにそれが動物の個体間関係や社会構造を反映する微細な行動変化に対

する客観的な一評価指標となり得ることを示唆するものである。 
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